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１．はじめに  
 文部科学省が取りまとめた教育の情報化ビ
ジョン(2011)では，教科指導における ICT 活用
が求められている1)。また，「21世紀にふさわし
い学びの環境とそれに基づく学びの姿」として，
家庭，地域，専門機関での学びがインターネッ
トでつながり，個別学習や協働学習が推進する
ことが期待される。その効果的な手法の一つと
して，高いセキュリティを確保した無線 LAN な
どの ICT 環境を構築し，全ての学校で１人１台
の情報端末による学習を行うことが全国的な課
題として挙げられている。 
 しかし，学校における教育の情報化実態等に
関する調査(2015)では，全国の小・中・高等学
校において，ICT を活用した授業ができると答
えている教員が平均69.4％と低く，ICT 活用指
導力に課題がある2)。その要因として従来のコ
ンピュータでの授業に汎用性が低く，授業等で
のコンピュータ利用が容易でないことが挙げら
れる。そのため，ICT 環境での各教科での教育
実践について調査し，容易に実践できるよう体
系化する必要がある。また，附属学校として大
学と連携した先進的な ICT 環境および方略を提
案することが必要と考えた。 
本研究では，教育のグローバル化推進に向け
て，理想的な ICT 環境および学習方略の調査を
行う。 
そして，中学校技術・家庭科（技術分野）の
授業にて，タブレット端末を学習者が活用した
協働学習を計画，実践する。 
実施に際しては，主に協働学習におけるモデ
ルとして検討した ICT 環境を教室に整備する。 
実施後，授業における学習評価と教員への質
問紙調査を行い ICT 活用の効果を検証する。 
以上を研究の目的とした。 
２．教育のグローバル化 
 国際教育交流政策懇談会(2009)では，“グロー
バル化”について「（前略），各国が相互に依存
し，他国や国際社会の動向を無視できなくなっ
ている現象ととらえることができる。」と論じて
いる3)。それに伴い，教育における“グローバ
ル化”についての在り方が多く議論され，附属
学校園においても，外国語教育の充実をはじめ
とする国際理解，国際活動の取組が図られてい
る4)。 
グローバル人材育成戦略(2012)では，グロー
バル人材の概念として，以下のような３つの要
素を挙げている5)。 
 
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力 
要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，
協調性，責任感・使命感 
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人として
のアイデンティティ 
 
本研究においては「要素Ⅱ」に注目した。主
体性，積極性，協調性などは教科教育における
学習意欲や教科に関する興味や関心においても
必要不可欠な能力であり，「協働学習」に関連す
ることである。そこで，“グローバル化”におけ
る学校教育の ICT 活用において，「要素Ⅱ」に重
点を置き，調査を行う。 
 
３．教育現場における ICT 環境の変化 
３．１ ICT 活用によるメリット 
 教育の情報化ビジョン(2011)では，教育の情
報化が果たす役割として，一斉学習に加え，個
別学習や協働学習を推進していくことができる
と示されている1)。 
また，学びのイノベーション事業実証研究報
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告書(2014)では，情報通信技術活用の実証研究
を実施している6)。報告書には ICT 活用の効果
として，①画像や動画を活用した資料の閲覧に
よる学習意欲の向上，②デジタル教材の活用に
よる知識・理解の定着，③電子黒板等を用いて
の発表，話し合い活動による思考力や表現力の
向上などを挙げている7)。また，実証研究では，
学力向上に関する調査研究も行われ，標準学力
検査の結果などから低い評定の出現率の減少が
傾向として見られることなどが示されている
6)。 
このように，全国的な取組を通じて ICT 利活
用の実証研究が行われ，一定の教育効果を挙げ
ている。特に，前述した ICT 活用の効果の③に
ついては，ICT が協働学習のツールとして非常
に効果のあるものであると考えられる。教育の
“グローバル化”における，協働学習の重要性
が高いといえることから，そのツールとして
ICT を活用することは，以上のような学力向上
や円滑な教育支援，またデータベース化された
資料等の活用における授業者の負担軽減に大き
く貢献できると考える。 
  
３．２ 全国における ICT 環境の方向性 
情報通信技術戦略(2010)では，具体的な取組
として，「児童生徒１人１台の各種情報端末・デ
ジタル機器等を活用したわかりやすい授業」，
「教員の情報通信技術の活用指導力の向上」な
どの情報通信技術の活用を推進している8)。 
学校における教育の情報化の実態等に関す
る調査結果(2015)によると，2014年３月現在，
全国での教育用コンピュータ１台あたりの児童
生徒数は6.4人（前年度6.5人）である。学校現
場における PC などの ICT を活用環境は，計画的
に整備されてきている2)。中でも，タブレット
端末，実物投影機，電子黒板については急速に
整備されつつある。 
 
３．３ 附属中・高等学校における ICT 活用状況 
広島大学附属中・高等学校においては，学習
用共用 PC（情報館）が整備されている。また，
特別教室には電子黒板，書画カメラ，そして，
貸出用タブレット PCなどの ICT機器が導入され
ている。しかしながら，普通教室においては常
設 PC や電子黒板等はなく，授業において ICT
機器を利用するには，機材の準備等に負担がか
かると思われる。そこで，質問紙による ICT を
用いた授業実践に関する調査を2015年12月に附
属中高等学校の教員46名を対象に実施した。 
その結果，教科授業中に ICT を利用している
かの質問に対して，「とてもよく利用している」，
「わりと利用している」と回答した教員は
54.3％にとどまり，「あまり利用していない」と
回答した教員が28.3％，「利用していない」と回
答した教員が17.4％に上った。授業準備などの
授業時間外において教材等の作成で PC を利用
している教員は多いが，授業中の ICT 活用にお
いて，教員の機器に対しての知識，技量や準備
などに課題があると見られる。 
また，ICT を利用したことがある教員38名に
対し，生徒が ICT を活用した授業実践について
の質問紙調査を行った。調査結果を表１に示す。
表１より，生徒の ICT 活用頻度は，いずれの学
習方略においても低く，教科指導における ICT
活用とは程遠い。 
 
表１ 生徒が ICT を活用した授業実践 
質問内容  ①  ②  ③  ④  
生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して，情
報を収集したり選択したりできるように指導する  2.6% 15.8% 57.9% 21.1%
生徒が自分の考えを文書処理ソフトで文章にまとめたり，
調べた結果を表計算処理ソフトで表やグラフなどにまとめ
たりすることを指導する  
2.6% 13.2% 47.4% 28.9%
生徒がコンピュータやプレゼンテーションソフトなどを活
用して，わかりやすく説明したり効果的に表現したりでき
るように指導する  
5.3% 13.2% 39.5% 36.8%
生徒が学習用ソフトやインターネットなどを活用して，繰
り返し学習したり練習したりして，知識の定着や技能の習
熟を図れるように指導する  
0.0% 0.0% 39.5% 50.0%
①：日常的に実践している，②：週単位，月単位で定期的に実践している 
③：機会があれば実践している（実践経験含），④：実践する必要がない 
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４．ICT 環境の構築の試み 
 前述した ICT 活用の効果を発揮するために
は，ICT を“生徒”が利用する授業を日常的に
実践する必要があると考えた。学びのイノベー
ション事業などの指定校は，教科の枠を超えて
ICT の活用手法を考えており，画像や映像の提
示など，教科指導における個々の場面で様々な
ケースに合わせて ICT を利活用している。 
 しかしながら，どの調査においても具体化さ
れた指標が示されておらず，授業における個々
の場面における活用事例は整理されていない。 
 そこで，本研究では ICT を活用した学習方略
を整理すべく，Ruben R. Puentedura(2010)が考
案した SAMR モデル9)を尺度として用いた。 
 
４．１ SAMR モデル 
 SAMR モデルでは，ICT の技術が“従来”の教
授方略や学習方略において，どのような影響を
与えるかを尺度で表している。このモデルは，
「代替」「拡大」が「強化」に分類され，「変形」
「再定義」は「変換」に分類される。 
「強化」に分類される事例では，授業におけ
る“従来”の方略を ICT の活用によって，効率
よく，また発展的な学習を付加できると考える。 
「変換」に分類される事例では，ICT を利用
して，学習者同士が双方向に学習を進めていく
ことや遠隔授業や動画配信のような“従来”で
きなかった協働学習の実践ができると考える。 
この中で，三井(2014)は，「本モデルは，管
見の限りでは国内での先行研究がほとんど見ら
れないため，各指標の日本語の定義が曖昧であ
るといった背景がある。」としている10)。Ruben 
R. Puentedura (2010) のモデルを三井 (2014) 
が意訳したものを図１に示す。 
三井は，このモデルを用いて初等教育におけ
る ICT 活用実践を分析し，具体的な事例を分類
してまとめている。しかし，中等教育において
は，分類，整理された文献は見られない。ICT
を利用する場面において，どのような教授方略，
また学習方略があるかをこのモデルに沿って分
類することで，授業展開に応じた体系的な ICT
の活用ができると考えた。 
また，期待される教育効果を客観的に分類す
るために，このようなモデルに沿って具体的な
事例をもとに体系化された指標を作成すること
は有益であると考える。 
 
 
図１ 三井(2014)が意訳した SAMR モデル11) 
 
本研究では，中等教育における ICT 利活用の
教授方略ならびに学習方略について，三井
(2014)の分類11)をもとに表２のように想定され
る事例を分類した。 
 
表２ 中等教育における事例分類（想定） 
モデル 想定される事例 
R：再定義 学習者が書いたワークシートや制作し
たデジタル作品を他の学習者やグルー
プが閲覧し，意見をさらによい意見や作
品を考えさせ，加筆，修正する。 
M：変形 電子黒板を利用し，授業者が画面上に説
明を書き足す。電子黒板やタブレット端
末を用いてグループで意見を書かせる。
A：拡大 電子黒板やタブレット端末を用いて説
明する。アニメーション，動画を提示す
る。 
S：代替 デジタル教科書，書籍や教科書等の写
真，図，表などを実物投影機で拡大提示
する。 
 
このモデルを活用し，「変換」に分類される
新たな学習方略を開発し，実践および検証して
いくことで ICT を活用した授業をさらに推進し
ていくことができると考えた。その中で，「再定
義」に関しての解釈について考える必要がある。 
三井(2014)は「再定義」の解釈として，「ICT
がなければ実現しなかった新たな実践の創造」
10)と示している。ここで，想定される例として，
遠隔授業などが挙げられる。 
本研究では,「学習者の意見をグループで共
有し，ICT によって効率よく，効果的に意見を
修正もしくは加筆していき，考えを深めていく
こと」が今までの教育にはない，新たな実践の
Redefinition（再定義）  
Tech allows for the creation of new tasks, 
previously inconceivable 
(以前はできなかった新しい実践を可能にする )
Modification（変形）  
Tech allows for significant task redesign 
（実践の再設計を可能にする）  
Augmentation（拡大）  
Tech acts as a direct tool substitute, 
with functional improvement 
（従来のツールの代用になることに加え，  
新たな機能が付加される）  
Substitution（代替）  
Tech acts as a direct tool substitute, 
With no functional change 
（実践の再設計を可能にする）  
Transform
ation 
    
（変換）
 
E
nhancem
ent 
   
（強化）
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創造であると考える。また，一つの意見をグルー
プで議論し，新たな発想を生み出す授業は，グ
ローバル化における「要素Ⅱ」（主に主体性，協
調性）の育成に大きな効果があると考える。 
 
４．２ モデル授業の実践 
 本研究では，技術教室に ICT を利活用しやす
い環境を構築し，SAMR モデルの「変換」を学習
方略のポイントとして実践した。実践に際し，
広島大学附属東雲中学校堤教諭が2015年に実施
した公開研究大会での授業「グローバル時代に
必要とされる情報セキュリティ」を視察し，参
考にしている。以下，広島大学附属中学校での
実践について報告する。 
 
４．２．１ 授業実践の概要 
 実践したモデル授業の概要を以下に示す。 
 
・日時 平成28年１月13日（水），15日（金） 
・場所 広島大学附属中学校 第２技術教室 
・実施教科 中学校技術・家庭科（技術分野） 
・題目 「情報モラルを身につけよう」 
・対象 中学校第１学年１学級(22名) 
 
近年のスマートフォンなどの情報端末の普
及により，学習者の情報通信ネットワークへの
興味・関心は非常に高いと考える。授業対象ク
ラス(22 名)を対象に行った質問紙調査の結果
を表３に示す。 
 
表３ 家庭における情報通信端末等の使用実態調査（授業前実施） 
質問項目 はい いいえ
①自分だけが使用するインターネットに接続できるタブレット型端末や携帯電話 
（スマートフォンを含む）がありますか 
10 人 12 人 
②家族と一緒に使用するインターネットに接続できるタブレット型端末や携帯電話
（スマートフォンを含む）がありますか 
16 人 ６人 
③自分だけが利用するメールアドレスがありますか 15 人 ７人 
④ＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービス)を利用したことがありますか ７人 15 人 
⑤ネットワーク上に個人情報を書いたことはありますか 
（例：懸賞への応募，サービスの登録，ＳＮＳの書き込みなど） 
２人 20 人 
⑥知らない人（会ったことがない人）とＳＮＳ，掲示板などで会話したことがありま
すか 
４人 18 人 
⑦自宅でタブレットを使って学習をしていますか ９人 13 人 
 
調査結果から，家庭で情報端末を利用してい
る学習者は非常に多く，ホームページの閲覧な
どの利用に限らず，SNS を利用したコミュニ
ケーションをする学習者も多いと考える。しか
し，情報端末に関する知識や十分な情報モラル
をもたないまま，学習者がネットワーク社会に
参画した場合，さまざまなトラブルに巻き込ま
れる可能性がある。授業対象クラスで調査した
結果，「コンピュータやネットワークについて
自分はよく知っていると思いますか」について
の問いに，「よく知っている」と答えた学習者
はおらず，41％の学習者が「まあまあ知ってい
る」と答え，59％の学習者は「あまり知らない」
と答えている。テレビなどのメディアを通して，
ネットワーク犯罪の報道もあることから，“知
る”機会は多いが，被害に遭う可能性があるな
どの危機感を持って利用している学習者は少
ないと考える。 
そこで，授業では多種多様なサイバー犯罪を
調べ学習のテーマとして取り上げ，その仕組み
について調べさせる。この学習活動を通して，
情報セキュリティに対する知識を習得させ，情
報モラルについて考えさせることを通して，情
報通信ネットワークを安全に活用できるように
することを目的とした。 
また，授業対象クラスの学習者を対象に行っ
た学習における ICT の利用についての質問紙に
よる調査結果を表４に示す。  
 
表４ 学習における ICT の利用について 
質問項目  はい いいえ 
タブレットを使った学習に興味はあり
ますか  
20 人 ２人 
タブレットを使った学習をすると効率
よく学習ができると思いますか  
18 人 ４人 
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指導においては，知識構成型ジグソー法を用
いた協働的問題解決を軸に展開する。  
題目「情報モラルを身につけよう」は全２時
間で構成した。表５に題材の指導計画を示す。 
 
表５ 題材の指導計画 
時間 学習目標 観 点
１ 
情報通信ネットワーク利用時の危険性
とそれらの対策法について知る。 
知1
２ 
情報通信ネットワークを安全に利用で
きる情報セキュリティ対策を考える。
工2
 
４．２．２ モデル授業における ICT 環境 
 ICT 環境については，渡辺健次や堤健人らと
ともに佐賀県 ICT 利活用フェスタを視察し，
様々な活用事例をもとに検討した。本授業で授
業教室に整備した ICT 機器を表６に示す。 
 
表６ 授業教室に整備した ICT 機器 
機器名 数量
提示用液晶テレビ １ 
授業用ノートパソコン １ 
無線アクセスポイント １ 
タブレット端末・テレビ接続用通信機器 １ 
授業者用タブレット端末 １ 
学習者調べ学習用タブレット端末 22 
※電子黒板 １ 
※協働学習用タブレット端末 22 
※電子黒板通信用無線ＬＡＮモデム １ 
※：モデル授業用にメーカーより無償貸与いただいたもの 
 
 協働学習用のタブレット端末と電子黒板には
協働学習支援システム「STADYNET（スタディネッ
ト）」を導入している。「STADYNET」は電子黒板
とタブレット端末の双方向による通信が可能な
システムである12)。 
 
４．２．３ 授業の実際（第１時） 
第１時では，サイバー犯罪である「フィッシ
ング詐欺」「標的型攻撃」「不正ログイン」「ドラ
イブバイダウンロード」の４つのテーマをグ
ループごとに割り振りした。 
エキスパート活動では，まず個人で調べ学習
をさせた。学習者は一人１台調べ学習用タブ
                                                     
1生活や技術についての知識・理解（中学校技術・家庭科）  
2生活を工夫し創造する能力（中学校技術・家庭科）  
レット端末を利用し，インターネットを利用し
てテーマを「①攻撃方法，構造」，「②被害」，「③
予防法（コンピュータ）」，「④予防法（人）」の
４つの項目に沿って調査させた。 
SAMR モデル：代替 
 
その後，調べたテーマのまとめでは，次の流
れでグループ活動させた。 
 
①グループで調べた情報を共有し，まとめる 
・調べたテーマについて，ＫＪ法を用いて用
紙（Ｂ４）に付箋を使いながらまとめる 
②協働学習用タブレット端末に取り込む 
・まとめた用紙と調べ学習用タブレット端末
で調べたインターネット上のグラフや表
などをタブレット端末のカメラ機能を用
いて図２のように取り込む 
③支援システムを使って図３のように並べ
て表示させ，レイアウトを考える 
④成果物を支援システムに送信，保存する 
SAMR モデル：拡大 
 
 
図２ タブレット端末への資料の取り込み 
 
  
図３ システムに送信された成果物 
 
 第１時のまとめでは，協働学習用タブレット
端末にまとめた資料をグループで確認し，ジグ
ソー活動での発表の準備をさせた。 
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４．２．３ 授業の実際（第２時） 
第２時では，ジグソー班を編成し，調べた
テーマを交流するジグソー活動を行った。意見
を述べる際には，図２のように第１時でまとめ
た資料とタブレット端末を用いた。 
SAMR モデル：拡大 
 
 
図４ ICT を活用したジグソー活動 
 
発表後，「今，求められている情報セキュリ
ティ対策」をテーマにジグソー活動のグループ
で意見を考えさせた。意見を出す際には第１時
と同様に付箋を使い，ＫＪ法でまとめさせた。 
その後，グループでまとめた用紙を協働学習
用タブレット端末で撮影し，データとして取り
込んだ。そして，電子黒板に送信させた。 
そして，クロストーク活動を行い，図５のよ
うに電子黒板を用いてクラス全体でまとめた意
見を交流させた。SAMR モデル：変形 
 
 
図５ 電子黒板を用いた意見の交流 
 
意見を交流させた後，次の流れで本授業の
“中心活動”に入る。SAMR モデル：再定義 
 
①電子黒板に送信したグループの意見を各
学習者のタブレット端末に送信する 
②学習者は表示された他の意見を再考する 
③加えた意見を支援システムに送信する 
④送信した成果物を電子黒板で共有する 
 
①では送信する意見を授業者が抽出した。他
の班が考えた意見を個人で考えながら，必要に
応じてグループで話し合わせた。②では，学習
者全員が意見を出せるように，支援システムを
用いてタブレット端末に“書き込む”形で，「加
筆・修正」をさせた。図６のようにわからない
ところを記している学習者もおり，自身の意見
を自由に書き込むことができた。 
 
 
図６ タブレット端末への意見の書き込み 
 
④では，図７のように一覧で表示された意見
をもとに，書き込んだ学習者に発表させた。こ
の活動を繰り返し，意見を共有させ，電子黒板
で表示させることで，学習者が容易に意見を出
せる環境ができた。その結果，今までの学習で
は，わからないことをそのままにしていたと思
われる学習者も意見を述べることができた。 
最後に，授業のまとめとして情報セキュリ
ティ対策について個人で意見をまとめさせた。 
この学習活動を通して，学習者が主体的に意
見を出し，新しい考えを生み出そうと取り組め
た。また，テーマに沿って，協働して意見を共
有，整理していくことができた。さらに，わか
らないところを積極的に質問できる環境が生ま
れ，受容における新しい学習方略の創造につな
がったと考える。 
以上の学習方略は SAMR モデルにおける「再
定義」の解釈にある「ICT がなければ実現しな
かった新たな実践の創造」11)の実践であると考
え，本授業では ICT を活用した授業の実践を行
うことができたと考える。 
 
 
図７ 電子黒板を用いた意見の共有 
 
なお，本授業の学習指導案を【参考資料１】
に示す。 
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５．実践結果と考察 
５．１ 授業における学習評価 
 本実践では，第２時の授業における，評価基
準を表７のように設定し，記述したワークシー
トより評価したものを分析の対象とした。 
 
表７ ワークシートの記述に関する評価基準 
評価 基準（Ｃ評価の学習者は手立て） 
Ａ 
情報に関する技術の利用場面に応じて，情報
社会の特質を理解した上で，適正な行動目標
を示している。 
Ｂ 
情報に関する技術の利用場面に応じて，適正
な行動目標を示している。 
Ｃ 
情報に関する技術について適正な行動目標
を示すことができない。もしくは，記述され
た行動目標が今日的な課題と程遠く，欠如が
見られる。 
（指導の手立て） 
他者の意見を聞かせ，特徴を理解し疑問に
思ったことを言えるグループ活動になるよ
う助言を行う。 
 
 なお，学習評価は「Ｂ評価：おおむね満足で
きると判断できる状況」，「Ｂ評価」を満たさな
い場合は「Ｃ評価：努力を要すると判断される
状況」であり，「Ｂ評価」の中で優れている場合
には「Ａ評価：十分満足できると判断される状
況」と評価される。 
 表７の評価基準に沿って，第２時における学
習者22名の学習評価を行った。学習評価の結果，
10人(45％)の学習者が「Ａ評価」となり，12人
(55％)の学習者が「Ｂ評価」となった。また，
「Ｃ評価」の学習者はいなかった。 
 「Ｂ評価」の学習者の記述には，セキュリティ
ソフトの導入，パスワードの定期的な変更，個
人情報の管理，不正なサイトの閲覧防止などの
具体的な対策が記述されていた。具体的な記述
は，コンピュータに施すことのできる“物理的”
な対策と自信が心がけるべき“倫理的”な対策
に分けることができる。どの学習者のワーク
シートにも“物理的”対策と“倫理的”対策が
それぞれ書かれていた。 
 「Ａ評価」の学習者の記述には，「Ｂ評価」の
学習者同様の記述に加えて，図８のように「ネッ
ト社会により様々な人が情報を持つようになっ
たと自覚する」というような情報社会を捉えた
記述が見られた。また，「どんな手で攻撃に遭う
かわからない」，「パスワードを全部同じにしが
ち」などの“現在”の社会問題になっているこ
とを自身の課題として，受け止めて記述してい
る学習者も見られた。 
 
図８ 学習者ワークシートの記述 
 
５．２ 学習者による自己評価 
 授業の最後に協働学習支援システムのアン
ケート集計機能を利用して，学習者に学習理解
度の自己評価を行わせた。タブレット端末で回
答した結果を瞬時に集計し，図９のように電子
黒板に映し出し，学習者自身にもクラス全体の
学習理解度を確認させた。 
 
  
図９ 自己評価による学習理解度の共有 
 
 この自己評価（５段階）の結果，19人(86％)
の学習者が高い評価である「４」を付け，学習
者全員が「３」以上の評価を付けた。 
 自己評価において，低い評価を付けた学習者
がいなかったことから，学習評価の結果と照ら
し合わせても大きな相違は見られなかった。そ
のため，授業展開が学習理解をより促進し，学
習者が“わかる”ことを実感できたと考える。 
 
５．３ 教員アンケートの結果 
 本実践の第２時では，実践校である広島大学
附属中・高等学校の校内研究授業に設定し，他
教科の教員も参観した。授業後，質問紙形式の
ICT 活用調査を実施し，７名の教員が回答した。 
 回答した教員の内訳は，ICT の利用頻度が比
較的高いとみられる教員が３名，低いとみられ
る教員が４名である。 
 ICT を活用した授業の有益性について，「授業
における教育効果の向上において ICT の利用は
有効であると思いますか」との質問に対し，５
名の教員が「とても有効である」と回答し，２
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名の教員が「どちらかというと有効である」と
回答した。 
 また，本実践で行った ICT 活用における授業
手法については，６名の教員が「できると思う」
と回答し，１名の教員についても「少しはでき
ると思う」と回答し，肯定的な意見が見られた。 
 本実践における“中心活動”である SAMR モデ
ルの“再定義”の方略に基づいた授業展開につ
いて，「グループでの意見を他のグループが修正
する際に ICT を利用することは有効だと思いま
すか」との質問に対し，６名の教員が「とても
有効である」と回答し，１名の教員についても
「どちらかというと有効である」と回答し，実
践した学習方略が有効であると考えることもで
きる。 
 授業における ICT 活用への教員の意欲につい
て，「機会があればこのような授業をしてみたい
と思いますか」との質問では，全員が「してみ
たい」と回答した。本実践での ICT による学習
方略は，汎用性が高いと考えられ，他教科での
実践にもつながると期待する。 
 自由記述の主な内容を表８にまとめた。 
 
 
 
表８ 教員アンケートでの自由記述の主な内容 
分類 記述内容 
成果 
・生徒数もこれくらいだとやりやすいし，タブレット数や情報をまとめるにも適度な人数
だと思いました。活用してみたいです。 
・共有の場面で他の班のデータが各個人に配信でき，さらにそれをフィードバックできて
共有できるのはとても有効だと思いました。 
・リアルタイムのやり取りで共有が容易となる点に大変魅力を感じる。ぜひ自分の授業の
中でも取り入れたいと思う。 
・従来のコンピュータよりも（生徒が）楽に操作している。 
課題 
・ジグソー活動の時には，タブレットが充分活用できていなかったかなと思いました。手
持ちのプリントを用いて説明している子が多かったです。（十分だったと思います。） 
・生徒の作業内容や指示の出し方に配慮が必要と感じた。 
・タブレット操作にある程度習熟が必要なので，様々な教科の授業で使用する機会がある
ともっとスムーズに進むと思う。（カメラ，文字の記入） 
・不慣れな生徒が見られた。授業における手立てはどうすべきか。 
 
 中学校技術・家庭科（技術分野）の授業にお
ける ICT を活用した実践では，学習者による自
己評価や学習評価から，多くの学習者が学習内
容を効果的に理解できたと考える。 
ICT 活用した学習方略については，SAMR モデ
ルの“再定義”に分類できる方略を実践し，学
習者の学習をより主体的に進めることができ
た。また，意見を共有し，修正を加えていくこ
とにより，協働的な問題解決につなげることが
できた。教員アンケートからも有効性について
記述があり，実践における成果が見られた。 
ICT の魅力である時間的制約の軽減について
は，本実践のようなリアルタイムでの共有は非
常に魅力があると考える。同時に，今まで模造
紙など，授業準備が必要だった教員にとっては，
負担の軽減につながり，データベースの利用に
より，学習成果の蓄積，汎用性のある学習手法
を各教科の授業で利用できると考える。 
 タブレット端末の利用に関しては，スマート
フォンなどの普及に伴い，家庭でもタブレット
端末を利用する家庭が増えている。その結果，
本実践においても学習者がタブレット端末を比
較的楽に操作し，カメラ機能を利用したデータ
の取り込み，また支援システムを利用して気づ
いたことなどを書き込むことが容易にできてい
る。 
 一方で，ICT を活用した実践において，ICT
をどのように利用していくのかを考える必要が
ある。教員アンケートの自由記述では，「ジグ
ソー活動の時には，タブレット端末が十分活用
できていなかったかなと思う。手持ちのプリン
トを用いて説明している子が多かった。」という
意見があった。このように，授業者が意図した
通りに ICT を利用できた場面と，意図と反して
学習者が ICT を利用できなかった場面が少々見
られた。同様の意見で，不慣れな学習者への対
応なども課題として挙げられている。 
これらの課題に対して，さらに学習効果を求
めるためには，学習者の ICT 活用における習熟
度を上げる必要がある。そのためには，多くの
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教科で日常的に ICT を利用できる環境が必要で
あると考える。 
また，ICT を活用した授業に向けて，汎用性
のある教授方略ならびに学習方略を調査，開発
し，SAMR モデルに沿って分類しながら，必要に
応じて効果的に実践していく必要がある。 
  
６．おわりに 
 本研究では，ICT 環境および学習方略の調査
を行い，授業実践，分析を行うことで，ICT 活
用の効果を検証することを研究の目的とした。 
 社会のグローバル化が進む中で，グローバル
人材の育成における主体性，協調性など概念の
形成において，ICT を活用した協働学習の教育
効果は期待できると考える。 
ICT を活用した授業実践では，SAMR モデルに
沿って，授業展開することができ，「再定義」に
分類されると考えた「学習者の意見をグループ
で共有し，ICT によって効率よく，効果的に意
見を修正もしくは加筆していき，考えを深めて
いくこと」の学習方略を実践できた。 
実践後，授業クラスに対する学習評価では，
主体的な意見や学習による意識の変容が多くの
学習者のワークシートから見られた。また，教
員対象の質問紙調査の結果，実践の汎用性を期
待できる回答が見られた。 
これらの結果から，今回実践した ICT を活用
した ICT 環境及び方略を他教科でも応用し，実
践することで教育のグローバル化に対応した学
習方法を確立できると考えられた。 
本実践での学習展開を見直し，汎用性のある
授業手法として，どの教科でも実践できること
を調査，分析していくことが今後の課題として
挙げられる。 
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【参考資料１】第２時の学習指導過程 
学習内容 学習活動 ◇指導上の留意点・●評価 
[導入]（10 分） 
前時の振り返り 
 
ジグソー活動の準備 
 
 
 
 
 
本時の目標の確認 
○前時の振り返りと本時の目標を確認す
る。 
 
○情報通信ネットワーク利用時の危険性を
振り返る。 
・フィッシング詐欺 
・標的型攻撃 
・不正ログイン 
・ドライブバイダウンロード 
○本時の目標を確認する。 
 
 
◇座席はエキスパート活動の班ご
とに指定する。 
 
◇前時で調べた情報通信ネット
ワーク利用時の危険性を被害と対
策の観点から確認させる。 
◇それぞれがジグソー活動の班で
説明ができることを目的とする。 
[展開]（30 分） 
情報社会の危険性を
知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報社会での適正な
活動を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ジグソー活動】
○情報通信ネットワークの危険性を具体的
な事例をもとに知る。 
 ・タブレット端末を利用し，調べた情報
を発表する。 
 
 
○発表内容をもとに意見を交換する。 
・提示された資料の質問箇所を画面上に
チェックしながら意見交換を行う。 
 
○情報通信ネットワークを安全に利用でき
る情報セキュリティ対策を考える。 
 
【クロストーク活動】 
○班ごとに考えた情報セキュリティ対策を
全体で交流する。 
 
今，求められている情報セキュリティ対策 
ユーザが心がけること コンピュータにできる対策
例） 
パスワードの複雑化 
パスワード管理，更新 
個人情報に注意する 
常に警戒する 
最新の情報を知る 
例） 
ウィルス対策ソフトの利用
ソフトウェアの更新 
フィルタリング機能の利用
ファイアウォールの設定 
ファイルの暗号化 
◇ジグソー活動の班になる。 
◇エキスパート活動の内容を他の
班員に発表する。一人２分程度。 
◇全員の発表が終わってから，質疑
応答の時間を取らせる。 
 
◇他の班員が説明した内容に対し
て，質問したり詳細に知りたい内容
を交流したりする。 
 
◇コンピュータに対しての対策と
自身が心がけることに分け，情報セ
キュリティ対策を考えさせる。 
◇なぜその対策が有効なのかとい
う根拠を示すことができるように
まとめさせる。 
◇ワークシートに書かせたのち，タ
ブレット端末のカメラ機能を用い
て，画像として取り込む。 
 
◇ ICT 機器を利用させながら，一
班２分程度で各班の内容を発表さ
せる。 
[まとめ](10 分) 
情報セキュリティ対
策の再考 
 
 
 
 
今後，求められる情
報セキュリティ対策 
○安全に情報通信ネットワークを利用して
いくために必要な情報セキュリティ対策を
考える。 
・他の意見をもとに考えを深め，自分たち
の班の意見を他の班の意見に加える。 
 
 
○新たな手口が発生していることを知り，
常に最新の情報を入手し，情報セキュリ
ティ対策を講じる必要があることを知る。
 
◇各班のタブレット端末に他班の
画面を転送し，画面に記入されてい
る情報に意見を加筆する。 
 
 
 
 
◇各班の情報セキュリティ対策を
踏まえて個人で意見を考えさせる。
●ユーザ自身とコンピュータにで
きる対策の二側面から情報セキュ
リティ対策を考えることができる。 
【生活を工夫し創造する能力】 
 
情報通信ネットワークを安全に利用できる情報セキュリティ対策を考えよう。 
タブレット端末使用場面 
各自で１台 
班でそれぞれ提示する 
SAMR モデル：[拡大] 
タブレット端末使用場面 
班で１台 
班で意見を記入する 
SAMR モデル：[変形] 
電子黒板の使用 
タブレット端末使用場面 
班で１台 意見の共有 
SAMR モデル：[代替] 
タブレット端末使用場面 
班で１台 
他の意見の加筆・修正 
SAMR モデル：[再定義] 
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